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北海道忍路湾におけるホンダワラ類の生長と成熟について

丸伊満・稲井宏臣*.吉田忠生

北海道大学理学部植物学教室 (060札幌市北区北10条西8丁目)

MARUI， M.， INAI， S. and YOSHIDA， T. Growth and maturation of six species of Sargas-
sum and Cystoseira (Phaeophyta， Fucales) in Oshoro Bay， Hokkaido， Japan. Jap. J. 
Phyclo. 29: 277-281. 

Growth in length of thalli and period of maturation were studied for Cystoseira hako・
datensis， Sargassum horneri， S. miyabei， S. confusum， S. thunbergii and S. sagamianum 

var. yezoense in Oshoro Bay， Hokkaido， Japan， for the period of 1980-1981. These algae 

attained their maximum development in July and August. Formation of receptacles began 
in June and July following the order given above， and the period of maturation continued 

two to three months. After maturation， old thalli decayed away from the upper part， 
while new branches grew from the remaining basal portion in the perennial species. In 
autumn oospores grew up into macroscopic young thalli. The fact that all the species 
mature in summer in Oshoro Bay contrasts with the spring maturation periods reported 
for many species of Sargassum in the southern warmer parts of Honshu. 
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日本沿岸には数十種のホンダワラ類の生育が知られ，

その多くは浅海れf燥地帯に大きな群落を形成する。筆

者らは沿岸の生物生産の状態を知るための基礎的な知

凶を得る目的で北海道西岸忍路湾に生育する 6種のホ

ンダワラ類，すなわち，ウガノモタ Cystoseirahako・

datensis (Y ENDO) FENSHOL T ，アカモク Sargassum

horneri (TURNER) C. ACARDH， ミヤベモク S. 

miyabei YENDO， フシスジモタ S. confusum C. 

ACARDfI，ウミトラノオ S.thunbergii (MERTENS) 

O. KUNTZE，エゾノネジモク S. sagamianum var. 

yezoense Y AMADAについて，藻体の季節的消長，と

くに成熟期の調査を行なったので報告する。

まで降下する。調査を行なった1980年は平年値(1970

-1979) と比較して低水温の状態が続いた。

ホンダワラ類各種の季節的消長を知るため，毎月 1

岡藻体の全長を測定した。同一個体の追跡には測量用

標識釘を用い，これを目印とした。個体標識が困難な

種については，調査のたびに10個体程度を採集し平均

全長を算出した。また成熟期を確認するために 6-

8月には10日毎に調査を行なった。この場合，対象を

標識個体に限定せず，調査個所周辺の個体群全体につ

いて①生殖器床の形成状態，②成熟生殖器床の有無.

③卵放出の有無を観察した。

調査地の概要と方法

忍路湾は北海道日本海沿岸小樽港の西約 10kmに

ある小湾で， 石狩湾の湾央に位置する。水温は Fig.

1に示すように，夏期は 22・Cに達し冬期は 3・c
事現住所 087根室市常盤 3-28根室支庁経済部水産

課

結 果

調査したそれぞれの種について，生長の状態と生殖

器床をつけていた時期を Figs.2-7に示す。個体識別

が可能であったウガノモ'7，フシスジモタ，ウミルラ

ノオについては，その 1例のみの生長曲線を示した。

但しウガノモタでは8月に標識個体が流失したため.

それ以後は平均値の季節変化を示した。なお，アカモ
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Fig. 1. Seasonal change of surface water temperature in Oshoro Bay. 

'1， ミヤベモク，エゾノネジモタについては平均値の

季節的変化を示した。成熟時期については，調査した

6種の観察結果をまとめて Fig.8に示した。この図

では，生殖器床形成期と卵放出j闘を区別した。ここで

用いる成熟期という語は，生殖器床を形成しはじめて

から卵放出が終るまでの時期を指すことにする。

ウガノモタ Cystoseira hakodatensis (Fig. 2) 4 

月中旬から 5月にかけて.藻体の伸長が著・しかった。

6月に入ると伸長は鈍り，生殖器床形成が始まった。

6月10日には卵を放出した。成熟にともない，それま

での黄褐色の体色は茶禍色となり，海底に沈む傾向と

なる。この種は多年生といわれるが，本調査で標識し

た個体は何れも 8月までに基部より流失した。成熟知l

は6月上旬より 7月下旬であったといえる。 10月にな

って全長 2cm程の若い個体が発見され，寺翌年2月に

はそれらが 10-15cmに生長していた。

アカモタ Sargassumhorneri (Fig. 3) 5月から

6月に務体は急速に仲長した。生殖器床の形成は6月

10日に始まり，下旬になると卵の放出を開始した。 7

月下旬，卵放出を終えた先端部は流失し残りの部分

も茶褐色に変色して海底に沈む傾向となる。 8月中旬

には基部から流出する個体が多くなり，卵放出は全く

観察できなかった。しかしこのころ，残存する個体で

は基部付近の側枝の先端に多くの気胞と生殖器床が互

いに密に混生した状態で形成されはじめ，独特な外観

を呈した。この新生部は黄緑色で茶褐色に枯れた本体

と容易に区別できる。 8)J 20日，新生部の生殖器床は

成熟し卵を放出した。この 2回目の卵放出も 8月下旬

には終り，古い総体はすべて流失した。したがって，

成熟期は6月中旬より 8月下旬であったといえる。 9

月中旬の観察では，rfT個体は岩礁上で約 3cmに生長

したが， 11月下旬には， それらは体長1O-25cmに

達した。

ミヤベモタ S. miyabei (Fig. 4) 藻体は5月に急

速に生長し， 6月下旬に生厳探床の形成が始まり 7

JI '1'旬には卵を放出した。 8月になると体色は黄化し，

ところどころJ尽く腐朽した。 8月下旬，大部分の校が

流失したが，残存するものでは，アカモク同様，基部

付近の側枝の先端に新たに~I:.~(探床が形成された。 9

月初旬に，この新生部に由JIとするt4'I2岡目の卵放出が

観察されたが，それは長くはあEかず， 9 月中旬には-~li

い枝はすべて流失した。成熟期は6月末から 9月初め

であったといえる。 12月に観察された藻体は，新個体

であったのか，多年生の基部から再生した主枝であっ

たのかは判然としないが，体長はすべて 3-lOcmで

あった。

フシスジモタ S.confusum (Fig. 5) 藻体は6月

に急速な生長を示した。生殖器床形成は7月上旬に始

まり， 8月初めには卵を放出した。 9月になると藻体

は黄色に枯れ，流失する枝が多くなった。 10月には基

部と主軸を残して古い校はその殆んどが流失し，かわ

って主軸の頂端付近から発出する次代の校の生長が顕



279 Growth of Sargassums in Oshoro 

200 

S.hom町 i
3 

16。

c. hakodatansis 
、
、r、.... 

E二二二コ

100 

200 

2 

60 

E二=コ
F J D N o s A J J M A F 」D N o s A J J M A 

5 
S. miyabei 

、、、、、、、、、、、、、、、

4 

ー。

回

h

E

O
》

SHazod

亡二コ一一一一一ト斗
F J o N o s A J J M A A J J M A 

、、、、
¥ 
、電

¥ 

l EL 
D 

S. sagamianum v. yez。町田@

、

T
l本
l
l

、、、、

7 

40 

20 

S. thunbergii 6 
120 

.。

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

Eコ
F 

Figs. 2-7. Growth in length of 6 species examined. Labelled thal1us was measured for 

Cystoseira hakodatensis， Sargassum confusum and S. thunbergii， average of about 10 thalli 
for S. horπeri， S. miyabei and S. sagamianum var. yezoense. 
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なくなった。しかし10月中旬に藻体下部で顕著な卵放

出があった。以後古い校は総て枯死流失し，代って基

調iには次代の枝が目立つようになった。従って 7月中

旬より10月中旬が成熟期であるといえよう。

エゾノネジモク S. sagamianum var. yezoe托se

(Fig. 7) 生殖器床形成は7月中旬に始まり， 8月に

はそれらはこれまでに観察されている正常の大きさに

著となった。成熟期は7月，¥，(，)から 9月ド旬であった

とL、えよう。

ウミトラノオ S.thnnbergii (Fig. 6) 5 flから 6

月にかけて，正義体は急速に生長した。 7月中旬に生野{

器床形成が始まり 7月末には卵の放出が認められ

た。卵放出は9JJ上旬まで続いたが 9月下旬になる

と卵放出，或は成熟卵をもっ生殖~床は全く観察され
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Fig. 8. The period of maturation of 6 species observed. Length of 

column indicates the period of receptacle formation， hatched area the 

period of oogonial liberation， cross-hatched area the period of abundant 

oogonia liberation. Narro¥V columns sho¥V the maturation period obs巴rv巴d

in 1975. 

述 した。 しかし，V!l}jxll¥， ぷは月比W¥卵を有 した生目立保

体は~くIi'MJ!，できなかった。 9 月になると枯死したr~，

い校と次代の校が出ずl二するようになり， 10月にはïlî~ 、

校はすべて流失 した。以 tの観察結果から!拠点j則は7

)J'I'旬から 8月rl'旬であったと いってよいだろう。

考察

以上に述べた観察結巣に基づいて ，l!.、路湾に~Iミ育す

に生~í( ~誌はがみられたのに点、l し198 1 '- 1" には 7~8n で，

約 1ヵ月の差がある。また，アカモタ， ミヤベモク，

ウミトラノオでは，l'iJ一例体で休上部において成熟が

終った頃にな っ て ~;H(il近くの校に~I・別総床が新生され，

*，!; !.R:として l郎~\JUJが長JUJ化する現象が見られた。

アカモクに|刻して，千五:g ~ l ~小波では 3~5 ) J (' I 'i~!') 

・今町 1979) ， 神奈川 ~I~三 I IJ:'j て'11 3 JJ (猪肝1947)， 

山 口 県秋混.l f."jでは 5~6 ) J (河本 ・寓111 1968)に卵

を放出するという報告があり，流れ誌の;弐*・}では九州

るs:fifiのホン〆ワラs.jの成熟WJをまとめると ，F'ig. 8 ヒj戸で 1~ 6)'jに成熟例体が糾られている(瀬)11ほか

のようになる。すなわち， ~Iム殖以床形成開始1IB" J9Jが 11止 1959) 。 北方ほどr&J9.\J ~Jが1:1にJ針 l する傾向があるよ
も早かった組知はウ ガノモタで，そのH寺j切は 6月初め うに!思える。

である。 がしし、てア カモクは 6月中旬， ミヤベモタは 6 フシスジモクは.fi.:J H，'，i!f 1史的 1'::j ìJ~では 3 ~ 5)Jに

月下旬，フシλ シモクは 7月上旬，ウミ lラノオとエ 成熟 し (有111 未発表)， 'j'i孫県波掛では 5n本に卵

ゾノネジモタは 7月rl'1uからであった。 種によって生 を放出する(新野 19'17)ことが知lられており，アカ

泊旅床形成開始H羽田に差がある ことがわかる。生別協 モクと 同様に FI木iIIi北部において成以JtJJが遅れる何ili'J

M~が観察されなくなる |時 JUJ もエ ソ ノネジモクを除いて が認められる。名付11ほか (1981)は手IJ尻仏側lIIl:'fにおい

上記のIIWiFi;で‘あった。 ウミトラノオでは10月'.1"旬まで て 6月下旬から公明(i日日体を形成しはじめ，H J下旬

わずかながらさu位協床形成が認められた。 1975年に行 から 8FJ '1'イ1)に卵放1:1¥が椛んで， 8 n下旬まで続くこ

沿った予制作Jな調査(古|日・稲井，未発表)結果も合 とを観祭しており，忍怖の場合より少し早L、。

せて考えると， Fig. 8に帆の狭い長方形で示したよ しかし，ウミトラノオに|対しては，京都府舞鶴i号で

うに，同一級でも年によっては多少成熟期がjもなる場 7~8 月に成熟 し (UMEZAI<I 1974)， 北海道室町Jても

合がある。エゾノネジモクでは，1975年には 8~9 rJ 8刀に:lIY:大体長に達する ('1-'村ほか 1971)というよ
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うに，成熟期の地域差は少ないようである。

エゾノネジモクに関して，小河 (1977)は宮城県女

川湾で8月に卵を得ている。忍路湾で，筆者らは1980

年に，卵放出を観察することができなかった。なんら

かの原因によって卵そのものが発達しなかったのか，

確認できなかったのか，詳しくは明らかでなL、。しか

し先端部に未熟な卵を有し下部の生殖巣が空である

生殖器床が8月中旬に数多く見られたところから，後

者の可能性もある。 1975年には成熟した卵が得られて

いる(吉悶・稲井未発表)ので，年によって成熟状

態が変化することも考えられる。

ウガノモク， ミヤベモクに関しては，分布が日本海

北部に偏っているため，現在までのところ比較する資

料がない。

九州北岸や関東地方など日本中部以南ではホンダワ

ラ類の成熟に関し，作J!lI成熟群と夏期l成熟鮮の 2つに

額型化することがl可能である(瀬川ほか 1959)が，

忍路湾ではアカモクを含め，今回調査したすべての種

は夏期成熟群に属した」

ホンダワラ類に成熟をもたらす要因については，未

だ詳しい研究は行なわれていない。 DE WREEDE 

(1978)が主張するように，水温が要因かもしれない.

なお.種によって成熟の機構が違っていることも考え

られる。これらについては更に多くの資料が集まった

後に検討されねばならない。

原稿を校閲して下さった北海道大学理学部黒木京尚

教授に深謝する。また調査に際して使宜をはかつて下

さった忍路臨海実験所信太稿l郎氏に感謝する。
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